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〇地域包括支援センター

原町西地域
包括支援センター

25-3329
原町区小川町322-1
（原町区社会福祉協議会内）

原町区本町2-27　（市役所東庁舎１階）

原町区小川町322-1　（原町保健センター）

名　称 電話番号 担当地区住　所

北町、小川町、本町、国見町、
国見団地、南町、本陣前、
橋本町、陣ケ崎、太田地区、
石神地区

小高地域
包括支援センター

44-1700
小高区小高字金谷前84
（小高保健福祉センター内）

小高区全域

鹿島地域
包括支援センター

46-4600
鹿島区西町２-１１７
（鹿島区社会福祉センター
むつみ荘内）

鹿島区全域

原町東地域
包括支援センター

24-3390
原町区高見町2-70
（介護老人福祉施設福寿園内）

栄町、旭町、青葉町、錦町、
桜井町、日の出町、高見町、
二見町、上町、西町、三島町、
大町、東町、仲町、上渋佐、
下渋佐、大甕地区、高平地区

　社会福祉士・保健師・主任介護支援専門員などが「認知症地域支援推進員」として、介護や福祉、

認知症に関する相談を行っています。

《知っておきたい》
『認知症初期集中支援チーム』　

　認知症の人や認知症の疑いがある人、その家族のもとに、認知症サポート医、保健師（看護師）、

介護の専門職が訪問し、相談・対応する専門職チームです。

　本人や家族に合わせた医療・介護サービスの利用等、自立した生活に向けてサポートします。

〇市役所

長寿福祉課

健康づくり課

24-5404

23-3680

名　　　称 電話番号住　　　　　所

地域包括支援センター
「認知症の診断を受けていない」、「治療を

中断している」、「医療や介護サービスを利

用していない」、「認知症の行動・症状が顕

著なため、対応に困っている」等の相談に

応じます。

担当地区の地域包括支援センターにご相談ください。
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◇ 認知症の種類と特徴

◇ ほとんどの人にみられる症状（中核症状）　　

　脳内で異常なたんぱく質がつくられ、

脳の神経細胞の働きが少しずつ失われ

て破壊され、脳が萎縮して機能が全般

的に低下していく。

　脳梗塞や脳出血など脳血管疾患のた

めに、病気が起きた部分の脳の神経細

胞の働きが失われる。

　脳の前頭葉や側頭葉が萎縮すること

が原因でおこる。

　意欲や理性、感情をコントロールす

ることが難しくなったり、性格の変化

や社会性の欠如が現れる。

　レビー小体という物質が脳の大脳皮

質に蓄積することが原因でおこる。

　認知障害に加え、幻視（現実にない

ものが見える）やパーキンソン病に似

た症状などが現れる。　

アルツハイマー型認知症 脳血管性認知症

前頭側頭型認知症 レビー小体型認知症

※他の病気により、認知症の症状が出ている可能性もあるため、まずは、

　医療機関を受診してください。

・ もの忘れ ・ 判断力 ・ 理解力の低下

・ 計算ができない ・ 時間、 場所、 人が認識できない　

・ 手順よく物事を進められない　　　       　　　　　　　　　　　　　 

本人の性格、 心理状態、 生活環境などの影響により、

下記の行動 ・ 心理症状 （BPSD） が現れる場合があります。

・ 意欲低下 ・ 不安、 焦り

・ 外出中に行方不明になる ・ 怒りっぽい、 怒鳴る

・ もの盗られ妄想

など

など
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相談窓口

　若年性認知症とは、 ６５歳未満で発症した認知症をいいます。

　働き盛りの世代で発症するため、 本人だけでなく、 家族の生活への影響が大き

くなりやすい特徴があります。 そのため、 経済的な問題や家庭の課題 （子育てや

親の介護等） があり、 生活の不安に関する支援が必要となることもあります。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

 ・ 「もの忘れが多くなった」、 「仕事のミスが多くなった」 等の症状が続く場合は、

　 早めにかかりつけ医や専門医を受診しましょう。

 ・ 抱え込まずに、 早めに相談してみましょう。

　 症状等によっては、 介護保険の利用や様々な制度を利用することができます。

※若年性認知症の人が自立して生活していくためには、 職場等の協力も重要です。

　 周囲の人たちが理解し、 個別に応じた支援や環境を整えることで、 働き続ける

　 ことができます。 　

〇地域包括支援センター　　　　　　　　　　　　連絡先 (P.5)　

〇市役所 （長寿福祉課 ・ 健康づくり課）　　

◎福島県若年性認知症相談窓口

　若年性認知症支援コーディネーターが相談に応じます。

　公益財団法人 星総合病院

　☎　024-983-8406

　受付時間　　９時～１７時 （月～金曜日）　　　＊祝日、 年末年始を除く　　　　

◎福島県若年性認知症相談センター

　若年性認知症支援コーディネーターが相談に応じます。

　医療法人湖山荘 あずま通りクリニック

　☎　024-572-4611

  受付時間　９時～１７時 （月～金曜日）　　　　＊祝日、 年末年始を除く　　

◎若年性認知症コールセンター

　☎　0800-100-2707 （フリーコール ： 無料）

  受付時間　10 時～ 15 時 （月～土曜日）　

　　　　　　　　水曜日のみ１０時～１９時　 　　　　＊祝日 ・ 年末年始を除く

◇ 若年性認知症について

厚生労働省 「若年性認知症ハンドブック」　をご参照ください。  ⇒
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　『認知症になったら、何もできなくなるのではなく、認知症になっても、

一人ひとりができることや、やりたいことがあり、希望を持って自分ら

しく暮らし続けることができる』という考え方です。

　一人ひとりが認知症についての考え方を変えていくことが、これから

先を、共によりよく暮らしていくための第一歩となります。

新しい認知症観新しい認知症観

南相馬市認知症と共に歩み笑顔で支え合うまち条例　　⇒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （令和７年４月１日施行）

生きづらさはあっても・・・

周りの人たちの理解と、ちょっとし

た声かけや支え合いにより、自分

らしく、いきいきと暮らすことにつ

ながっていきます。

認知症を「他人事ではなく、“自分事”」として捉える

認知症を知る（正しい知識、早めの気づき・適切な対応）

備える（認知症の予防、自分の意思を伝えておく）

人とつながる（交流、悩みを抱え込まない）

【ロバ隊長クイズ (P.19) の答え】

１．〇　　２．〇　　３．〇　　４．〇　　５．〇　　６． ×　　７．〇　　８． ×　　９．〇　　１０.〇

 
ご存知ですか？
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家族介護教室

　主に在宅で介護を行っている方や介護に関心のある方を対象に、適切な介護の知識・

技術の習得や情報交換を行います。

家族介護者交流事業

　介護者同士の情報交換や交流により、心身のリフレッシュと、介護者の負担軽減を

図ります。　

みなみそうまオレンジカフェ　（認知症カフェ）

　認知症の人や家族、地域の人、介護や福祉の専門家等が集う場所です。

　認知症が心配、認知症に関心がある方等、どなたでも参加できます。

お茶を飲みながら、交流、情報交換する等認知症についての理解を深めていきます。

オレンジサポーター活動

　オレンジサポーターが、認知症の人の思いや希望に寄り添う支援を行います。

　認知症の人が「やりたいこと」、「続けたいこと」、「はじめたいこと」等への支援や

誰もが気軽に集える「居場所づくり」を行っています。

 ・話し相手、趣味活動、日常生活のちょっとした困りごと等への支援

 ・「ミニロバ」マスコットづくりを通じた居場所づくり

～認知症になっても、一人ひとりが笑顔で自分らしく暮らし続けられるよう、

　　　　　　　　　　ご本人や家族の視点を中心とした関わりを大切にしています～

認知症支援事業　⇒

　自分でできることが少なくなり、家に閉じ

こもりがちに…ということはないですか？

　認知症になっても、できること・やりたい

ことがあります。

　オレンジサポーターが、ご本人の思いや希

望に寄り添い支援します。

〔ミニロバ〕
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耳の「聞こえ」チェックリスト

（1）会話をしているとき、聞き返すことがよくありますか

（2）相手の言った内容を聞き取れなかったとき、推測で言葉を判断する
ことがありますか

（3）電子レンジの「チン」という音や、 ドアのチャイムの音が聞こえにくい
と感じることがありますか

（4）家族に、「テレビやラジオの音量が大きい」とよく言われますか

（5）大勢の人がいる場所や周りがうるさい中での会話は、聞きたい人の
声が聞きづらいと感じますか

質 問 項 目 はい いいえ

☆１つでも〇が付いた方、ご自身の「聞こえ」が気になる方は、 耳鼻咽喉科医師への相談を
　お勧めします。

【高齢者補聴器購入費助成事業】

　補聴器の購入に要する費用の一部を助成しています。

　対象者：６５歳以上で、聴力レベルが中等度で耳鼻科の医師から必要と認められた方

　※申請には医師の意見書等の要件があります。

　　購入前に必ず市へご相談ください。（長寿福祉課　２４-５２３９）

【相馬郡内 耳鼻咽喉科の医療機関】　 　(令和８年４月１日現在)

大町病院

南相馬市立総合病院

若盛耳鼻咽喉科医院

みみ ・ はな ・ のど荒川クリニック

医療機関名

原町区大町 3 丁目 97

原町区高見町 2 丁目 54-6

原町区二見町 1 丁目 43

相馬市中村字荒井町 34

住　所

24-2333

22-3181

23-3387

36-3387

〇

〇

〇

〇

〇

電話番号
標準聴力

検査
語音聴力

検査

標準聴力検査：ヘッドホンを装着し特定の周波数や音量の音を聞き取れるか測定する検査
語音聴力検査：音声の聞き取り能力を評価する検査。聴力の異常や補聴器適合などを確認
※詳しくは、医療機関にお問い合わせください。

詳しくはこちら　⇒

　 加齢により大事な音が聞こえにくくなると、生活に影響を及ぼし、認知症やうつ病のリスク
が高まります。聞こえづらさを感じたら、早めに対処しましょう。
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